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高等部入学試験問題の出題傾向と特色

【英語】

〈問題構成〉

毎年の問題構成は、大まかに、１・２リスニング問題、３文法問題や正誤問題等、４・５長文読解問題、
６（及び７）英作文という構成になっています。
１・２のリスニング問題は、選択式、記述式の出題で、昨年度の配点は合計で１６点でした。１ は、モノ

ローグ、または、ダイアローグ形式で文章が読まれた後、内容を確認する問題（選択式）となります。昨
年度は、学校でのアナウンスや会話を聞いて、それに続く質問に対する答えとして適切なものを選ぶと
いうものでした。２は、英語の会話を聞いて、英語の質問に対する答えを完成させる問題（記述式）でし
た。英語の文章、質問共に２回放送されます。放送を聞きながら、メモをとってもかまいません。
文法問題は通常１０問で、全て選択式問題となっています。毎年同様の形式で出題されます。語彙問

題や正誤問題は５～１０問となっています。正誤問題は、基本的には選択式で、与えられている文が文
法的に正しいかどうかを見極める力が問われます。語彙問題に関しては、毎年同じ出題傾向ではなく、
派生語を問われる場合や、短い英文の中で文脈上最適な語を当てはめる場合などがあります。長文読
解問題は、選択式問題と記述式問題で構成されています。年度によってジャンルはさまざまで、語彙問
題、抜き出し問題、内容理解問題、語句整序問題など、出題内容は多岐に渡ります。文章の流れを素早
く読み取る内容理解力や、語彙力なども問われます。英作文問題は、単純な和文英訳形式や、自分自
身のことを答える形式、絵・グラフ・図などを見て状況を把握する形式などさまざまです。記述式で、語
句指定や語数指定がされている場合もあります。

〈出題傾向と対策〉

リスニング問題の対策については、普段から英語を聞き、音読をする学習を行いましょう。話の流れを
追いながら英語の文章を読むことも対策になるでしょう。会話がどんな状況で行われているのか、誰が
話しているのか、どこで話しているのかなど、流れを追いながら聞くことが大切です。語の説明を聞い
て、正しい英語を書く問題は、過去問題を解くことが対策となるでしょう。
文法問題や語彙問題、正誤問題は、中学既習分野だけではなく、高校初級レベルの文法問題まで

出題されます。例えば、５文型、関係代名詞と関係副詞、可算名詞と不可算名詞、代名詞、動名詞、助動
詞、前置詞、接続詞など、幅広い文法分野からの出題となっていますので、高校初級レベルの文法問題
にまで学習範囲を広げ、数多くの問題演習を行っておくことが望まれます。ただ暗記するのではなく、な
ぜこの答えに導かれるのかということをしっかりと意識して、問われていることを自分で分類できること
が大切です。
長文読解問題は、設問形式は毎年さまざまですが、英文全体の流れを把握できているかどうかを問

うものが中心となっています。いかに速く正確に内容を把握できるかが鍵です。問題形式は、選択式問
題を多く含みます。中には語彙問題・和訳問題・要約問題を含む場合もあります。また、全体の流れの
中で、語彙を連想させる問題などが出題される場合もあります。内容一致の問題は何らかの形で出題
されますが、ほとんどが選択式の問題となっています。対策としては、教科書レベルの英文を速読速解
できるように、数多くの長文問題に取り組んでおくことが望まれます。そして、長文で出てくる単語のさら
に深い意味を知っておくことが語彙力強化と速読力強化につながります。
英作文問題は、基本的な英文を正しく綴ることができるかを測る問題となっています。出題される日

本語は、日常的な表現が多く、分野としては、中学校で既習のものがほとんどです。

時制、関係詞、比較、現在完了、助動詞、疑問文などといった文法事項が問われます。対策としては、
基本的な英文でよいので、文法問題の学習で目に触れた英文を何度も書いて覚え、暗唱できるくらい
にまでに自分のものとする学習姿勢が大切です。また自由英作文問題の対策としては、身近なことを
簡単で正確な英語で表現し記述する習慣をつけておくことが大切です。いろんなテーマで書く練習をし
ておいてください。
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〈本校が求める力〉

第一に「正確な知識」です。例えば４択式の文法問題では選択肢を１つに絞れるようにしましょう。
そのためには知識が曖昧ではいけません。確固たる根拠をもって解答を 1 つに絞れるような正確な
知識を身に付けられるように努力してください。
次に「２つの読解力」です。 1 つ目は長文全体の内容を把握する読解力であり、２つ目は、理屈か

ら攻めて一文一文を正確に訳すことのできる読解力です。両方の力を身に付けられるよう訓練を積
んでください。
そして「表現力」です。英語の試験ですから、英語を正しく綴ることは当然ですが、日本語も適切に

そしゃくし、表現することができなくてはなりません。正しい日本語、正しい漢字を使って表現できるよ
う日頃から意識して取り組んでほしいと思います。

【数学】

<問題構成>

大問を５題出題します。
大問１は、小問集合で６～９題程度の出題となります。ここでは、基本問題を中心としていますが、

計算力が必要な問題も出題されています。また、公式の丸暗記をしているだけでは間違いやすい問
題も意図的に出題しています。問題の内容を正確に読み取り、素早く正確に計算する力が求められ
ます。
大問２、３、４では、標準から発展的な内容の問題まで幅広く出題され、記述問題も含まれていま

す。したがって、普段の学習においても途中過程をしっかりと書く訓練を積んでおきましょう。「答えが
あっていればそれで良い」という学習法を見直していくことが必要です。
大問５は、思考力を問う問題が出題されます。

<出題傾向>

出題傾向に関しては、以下のように分野に偏りなく、中学３年間の総合力を評価します。
①式と計算 ②方程式
③関数 ④平面図形
⑤空間図形 ⑥その他

大問１は例年これらの様々な分野から出題されています。大問１で出題される基本問題を確実に
得点することが合格につながってきますので、苦手分野をつくらないことが大切です。
一方、問２、３、４において、前半部分は基礎的な問題となっている場合があります。もちろん、決し

て簡単な計算だけで答えが得られるというものではなく、効率よく計算しなくてはスムーズに答えを
得られない問題もあるので注意してください。また、誘導形式の出題となっている場合があるので、
後半の難易度の高い問題でも前半部分の内容をヒントにしながら解いていけば、完答できる可能性
が広がるでしょう。大問５に関しては、思考力を問う問題であり、文章量が長くても諦めずに必要
な情報を読み取ることができれば、十分に対応できる問題です。

<本校の求める力>

本校の求める「数学力」は、「基礎力」と「思考力」です。
まず、「基礎力」をアップさせるには、中学校の教科書の章末問題レベルの演習を数多くおこなっ

てください。そこで学んだ典型的な解法を組み合わせて解く問題もあるので、様々な類題演習をこな
す必要があります。また、日頃の学習において、最後まで計算をやりつくす習慣を身につけることが大
切です。本校で過去に出題された問題等を参考にして、高校入試で頻出の解法を使いこなせるよう
にしておきましょう。
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また、本校の問題では誘導にしたがって解く形式のものもあるので、前半の問題の意図をとらえ
て、後半の問題を解く習慣を身につけましょう。これは「思考力」を適用した一つの例です。こうした
「思考力」を「センス」と考える人がいますが、決してそうではありません。「思考力」は豊富な演習量
によって身につくものです。様々なタイプの問題演習をこなすことで、しっかりとした「思考力」が身に
つくことを忘れないでください。これらの「計算力」と「思考力」は互いに補う関係にあり、「数学力」
の屋台を支える両輪といえます。「基礎的な計算力」は豊かな発想を生み、一方「柔軟な思考力」は
解答へ通じる最短の道筋を与えてくれます。
最後に、これらの力を備えた総合的な「数学力」を身につけるためには，過不足なく論理的にしっ

かり説明する「記述力」が不可欠です。答えだけではなく、教科書や問題集の模範解答を丹念に読
み、それらをしっかりと理解した上で、今度は自分の力で工夫した形で解答を作成するといった学習
習慣を身につけましょう。これが「記述力」そして「数学力」につながってきます。総合的な「数学力」
を身につけて入試に臨むことを期待します。

【国語】

〈国語科指導の特色〉

本校の高等部国語科では、大学入試を見据え、「茨城県初の小中高１２ヶ年一貫教育」の特色を
生かし、総合的な国語力を培うことを目的として指導しています。国語は全ての教科の基本となる
「読解力」・「表現力」・「思考力」を養成することができる教科です。本校では、単に知識を詰め込
むだけではなく、「主体的な学び」を重視し、他者の考えを客観的に理解する「読解力」、自分の考え
を適切に相手に伝える「表現力」、自分で問題を発見できる「思考力」の３つの力の養成を目的にし
ています。同時に新しい教育の流れを意識的に取り入れるようにしています。一つ一つの文章表現
を丁寧に扱い、上記３つの力を深く掘り下げていくことを目標としています。
国語の総合的な力は、学校の授業はもちろんですが、普段の言語環境も、その育成に大きな影響

を与えます。日頃、書籍や新聞などを読む習慣を持っていると、高度な読解力と思考力が定着しやす
くなります。そのために、本校の国語科では読書指導に力を入れています。また、ポートフォリオの蓄
積を意識した、外部の諸活動への参加を積極的に働きかけています。

〈入試問題の出題傾向ならびに対策〉
大問は評論・小説（随筆）・古文の三題。

①評論は論理的思考力を問う問題が中心となります。具体的には、段落のポイントや文章全体の
論理展開を問う問題です。語彙力の確認として、漢字の問題（書き取りと読み）も出題します。
評論は、受験生にとって比較的長めに感じる文章を出題します。本校の過去問に取り組むこと
で、時間内に解く練習をする必要があります。文章を読む際は、段落のポイント、段落相互の関
係、文章の主旨を考えながら読む習慣を身につけてください。提示された具体例が、筆者のど
のような考えを伝えるためのものなのかを把握することも大切です。また、漢字についての出
題もありますので、漢字の問題集を一冊完璧に仕上げておくとよいでしょう。

②小説や随筆の読解において最も重要なことは登場人物や筆者の心情を把握することです。本
校の小説・随筆の問題では心情をとらえる問題を出題します。心情を的確に読み取る力は、細
やかな観察力や共感力に支えられたものであり、それは、人として大切なものだからです。小説
・随筆の読解では、「場の設定」の把握が必要となります。ここでの「場の設定」とは、登場人物
の特徴、置かれている状況のことです。「場の設定」の論理の中で話は展開している、と信じて
読み進めることが大切です。また、登場人物や筆者の心情を把握するためには、会話の内容
や行動が手掛かりとなります。心情把握問題では、必ず答えの根拠を見つけて解答しましょ
う。

〈本校が求める力〉

第一に「正確な知識」です。例えば４択式の文法問題では選択肢を１つに絞れるようにしましょう。
そのためには知識が曖昧ではいけません。確固たる根拠をもって解答を 1 つに絞れるような正確な
知識を身に付けられるように努力してください。
次に「２つの読解力」です。 1 つ目は長文全体の内容を把握する読解力であり、２つ目は、理屈か

ら攻めて一文一文を正確に訳すことのできる読解力です。両方の力を身に付けられるよう訓練を積
んでください。
そして「表現力」です。英語の試験ですから、英語を正しく綴ることは当然ですが、日本語も適切に

そしゃくし、表現することができなくてはなりません。正しい日本語、正しい漢字を使って表現できるよ
う日頃から意識して取り組んでほしいと思います。

【数学】

<問題構成>

大問を５題出題します。
大問１は、小問集合で６～９題程度の出題となります。ここでは、基本問題を中心としていますが、

計算力が必要な問題も出題されています。また、公式の丸暗記をしているだけでは間違いやすい問
題も意図的に出題しています。問題の内容を正確に読み取り、素早く正確に計算する力が求められ
ます。
大問２、３、４では、標準から発展的な内容の問題まで幅広く出題され、記述問題も含まれていま

す。したがって、普段の学習においても途中過程をしっかりと書く訓練を積んでおきましょう。「答えが
あっていればそれで良い」という学習法を見直していくことが必要です。
大問５は、思考力を問う問題が出題されます。

<出題傾向>

出題傾向に関しては、以下のように分野に偏りなく、中学３年間の総合力を評価します。
①式と計算 ②方程式
③関数 ④平面図形
⑤空間図形 ⑥その他

大問１は例年これらの様々な分野から出題されています。大問１で出題される基本問題を確実に
得点することが合格につながってきますので、苦手分野をつくらないことが大切です。
一方、問２、３、４において、前半部分は基礎的な問題となっている場合があります。もちろん、決し

て簡単な計算だけで答えが得られるというものではなく、効率よく計算しなくてはスムーズに答えを
得られない問題もあるので注意してください。また、誘導形式の出題となっている場合があるので、
後半の難易度の高い問題でも前半部分の内容をヒントにしながら解いていけば、完答できる可能性
が広がるでしょう。大問５に関しては、思考力を問う問題であり、文章量が長くても諦めずに必要
な情報を読み取ることができれば、十分に対応できる問題です。

<本校の求める力>

本校の求める「数学力」は、「基礎力」と「思考力」です。
まず、「基礎力」をアップさせるには、中学校の教科書の章末問題レベルの演習を数多くおこなっ

てください。そこで学んだ典型的な解法を組み合わせて解く問題もあるので、様々な類題演習をこな
す必要があります。また、日頃の学習において、最後まで計算をやりつくす習慣を身につけることが大
切です。本校で過去に出題された問題等を参考にして、高校入試で頻出の解法を使いこなせるよう
にしておきましょう。
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③古文の問題では、中学校で学習する古文の内容に基づく基本的な問題を出題します。毎年出
題される設問の例としては、歴史的仮名遣い・係り結びの法則などの知識を問う問題がありま
す。さらに、登場人物の心情や作品の主題を問う読解問題も出題します。したがって、古文に関
しては、中学校で学習する知識を整理しておいてください。内容把握の問題も出題しますの
で、過去問を解いて傾向に慣れることも大切です。

【理科】

〈本校理科のアドミッション・ポリシー〉

本校理科においては「自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、目的意識をもって観察、
実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解
を深め、科学的な自然観を育成する。」という目標に沿って高等部の学習指導が実践されています。
理科（自然科学）とは、生物と環境、物質とエネルギー、地球と宇宙など、私たちをとりまく自然の謎
を解き明かし、人類の英知を高めると同時に、広く社会の進歩に貢献することを目指す学問です。そ
のような目的を達成するためにも、本校理科としては次のような人の入学を求めています。
・自然界の不思議に関心を持ち、それらを解明したいと思っている人
・理科（自然科学）に魅力を感じ、もっと学びたいと思っている人
・理科（自然科学）を勉強し、社会の様々な分野で貢献したいと思っている人

〈出題の目的〉

上記のアドミッション・ポリシーの内容を確認するため、「正確な知識」「実験・観察・観測を通して
文章や表、グラフから科学現象を考察する力」「科学的な思考力」「計算力」など、自然科学を多角
的に考えることができる力を身に付けているかを判断する作問を行っています。

〈問題構成〉

計算問題、文章による記述問題、作図やグラフの記入などです。実験・観察・観測を通して、文章
や表、グラフから科学現象を読解する力や、科学的な思考力、計算力をみる問題を出題します。
試験時間は４０分、得点は５０点満点となります。

〈求める力・学習における注意点〉

学習方法で大切なことは、断片的な知識の暗記だけではなく、さまざまな現象について「なぜだろ
う？」「どうして？」という気持ちを持ち続けながら、その疑問を解決していくことです。既存の知識を
元に正しく論理立てて考え、疑問を解決していくような力をつけてください。また、正しく早く解ける計
算力もつけるよう心がけてください。より思考力を試す問題となっています。各分野の難易度が高い
問題にチャレンジして学習してほしいと思います。

【社会】
社会科の入試問題は、地理・歴史・公民の３つの分野から広く出題します。全体としては、３０問程

度の出題数となる予定です。分野別に見ると、歴史分野からやや多めに出題しており、次いで地理
分野、公民分野の順で問題数が多くなっています。
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江戸川学園取手高等学校 Ｑ＆Ａ

【学校見学に関して】

Ｑ１：受験該当学年ではないのですが、校風や学校生活を知る機会はありませんか？
Ａ：通常の学校見学はもちろん、文化祭・オープンスクールを始め、個別相談会

や入試説明会などにもぜひご来校ください。個別に校舎の案内等をご希望の
場合は、入試担当に電話やメールでお問い合わせください。

Ｑ２：体育祭や文化祭を見ることはできますか？
Ａ：体育祭については、一般の方の見学はできません。文化祭は１０月１２日

（土）、１３日（日）に実施 予定です。事前予約制で一般の方も見学するこ
とができます。文化祭と並行して個別相談も行っておりますので、お気軽に
お越しください。

【学校生活に関して】

Ｑ１：通学手段を教えてください。
Ａ：以下の通りです。

①自宅から徒歩・自転車・自家用車
②守谷駅西口から江戸川学園正門まで路線バス（関東鉄道）・約２０分
③取手駅西口から江戸川学園まで路線バス（関東鉄道）・約１０分
④取手駅西口から徒歩・約２５分

Ｑ２：始業時刻と終業時刻を教えてください。
Ａ：始業時刻は８：３０です。６校時終了時刻は１４：４５、７校時終了時刻は

１５：４０です。延長申請がない場合の最終下校時刻は１８：００です（水
曜日は１７：００、土曜日は１５：３０です）。

Ｑ３：土曜日に授業はありますか？
Ａ：土曜日は基本的に隔週で４５分×４コマ授業を行います。

Ｑ４：昼食は毎日お弁当を持たせなければいけないでしょうか？
Ａ：校内には、食堂がございます。朝７：３０から夕方まで営業しています。朝

はおにぎりやパンなどの軽食、昼食時はパン・弁当・軽食・定食、夕食時は
軽食・定食などを購入することができます。コミュニティーホールというカ
フェテリアがあり、そこで自由に食事をすることができます。また、軽食・
飲料の自販機もあり、休み時間等に購入ができます。

Ｑ５：携帯電話は持ち込めますか？
Ａ：持ち込めます。校内では電源を切って、個人用鍵付きロッカーで自己管理し

ます。

Ｑ６：各教科の年間指導計画はありますか？
Ａ：各科目の学習内容が中学１年から高校３年までまとめられているシラバスが

ございます。

Ｑ７：習熟度別授業はありますか？
Ａ：一部のコース・授業で行っています。２０２４年度は、高校１年～高校３年

医科コースの数学と、高校３年医科コースの英語において習熟度別授業を行
っています。

Ｑ８：課外授業はありますか？
Ａ：ございます。「アフタースク ール」という名称で、１００を越える講座を用

意しており（２０２４年度１学期）、受講は任意選択制です。内容は５教科
に関連するものから教養を深める内容のものまで幅広く扱っています。

Ｑ９：塾や予備校に通う必要はありますか？
Ａ：ございません。本校は「授業が一番」をモットーに、充実感の得られる学習

指導体制を展開していますので、本校が提供する環境を最大限に利用してい
ただければ十分に学力を身に付けることができます。
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Ｑ10：スクールカウンセラーはいますか？
Ａ：専門の臨床心理士が週３日学校に待機し、生徒の心身のケアに努めています。

Ｑ11：学校案内や入学試験要項を手に入れるにはどうすればいいですか？
Ａ：入試説明会やオープンスクール、文化祭等で配布致します。また、デジタル

版についてはホームページ上で閲覧・ダウンロードが可能です。

Ｑ12：緊急時の対応について教えてください。
Ａ：本校では一斉配信メールシステムを導入しており、緊急時や各行事等のお知

らせを保護者へのメール配信によって行っております。なお、災害などの際
に、万が一校舎内に宿泊することになった場合でも、十分な食料・飲料水・
毛布などが備蓄されておりますのでご安心ください。

Ｑ13：部活動と学習の両立は可能ですか？
Ａ：本校には、運動部が１８団体、文化部が８団体、同好会が１６団体あり、７

割以上の生徒たちが参加しています。仲間と切磋琢磨することが、学業にも
大いに活かされており、部活動に熱心に取り組む生徒ほどしっかりと学習す
ることができています。

Ｑ14：入学納入金と学費以外でかかる費用について教えてください。
Ａ：３年間にかかる主な費用については昨年度の実績をご参考にしてください。

（令和５年度実績）
・学校規定品（制服一式・カバン・体育着・シューズなど必需品一式）

約１３０，０００円
・Classi使用料（３年間分） 約 １２，０００円
・ｵｰﾃﾞｨﾄﾘｱﾑｲﾍﾞﾝﾄ費（３年間分） 約 ２４，０００円
・日本ｽﾎﾟｰﾂ振興 ｾﾝﾀｰ会費（３年間分） ５，２５６円
・１年次研修旅行費（２泊３日）※福島県 約 ６０，０００円
・２年次修学旅行費（４泊６日）※カナダ 約５４０，０００円
・教材費 高１：約４６, ０００円

高２：約２８，０００円
高３：約２０，０００円

※学年、コース、選択科目等によって若干の差があります。
・模試費 高１： １４，８００円

高２： １８，９００円
高３： ３０，７００円～４４，６５０円

※学年、コースによって若干の差があります。
・アフタースクール費用：１コマ４５０円（１講座半年分で４，０００円程度）

※アフタースクールの受講は任意選択制となります。

【入学後のクラス編成について】

Ｑ１：入学後のクラス編成はどうなりますか？
Ａ：原則コース別にクラスを編成しますが、医科・東大コースに関しては、医科

・東大合同クラスの編成を原則とします。ただし、一部の授業や活動におい
て、医科コースの生徒と東大コースの生徒は分かれて実施致します。

Ｑ２：内部進学生（中入生）と高校入学生（高入生）は、同じクラスになりますか？
Ａ：全コースにおいて、１年次は中入生と高入生は分けてクラス編成を行います。

合流時期は学年の実情に応じて判断致します。

Ｑ３：入学後に在籍コースを変更することは可能ですか？
Ａ：高校２年、または高校３年の進級時に、本人の希望や成績をもとに在籍コー

スの変更が生じる可能性がございます。なお、医科・東大コースにおいては
希望者の人数次第では成績による選抜を行いますので、希望が叶わない場合
もございます。

Ｑ４：理系・文系にはいつ分かれ、その比率はどのくらいですか？
Ａ：高校２年進級時に分かれます。２０２４年度における理系と文系の比率は、

だいたい６：４です。
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Ｑ１：受験該当学年ではないのですが、校風や学校生活を知る機会はありませんか？
Ａ：通常の学校見学はもちろん、文化祭・オープンスクールを始め、個別相談会

や入試説明会などにもぜひご来校ください。個別に校舎の案内等をご希望の
場合は、入試担当に電話やメールでお問い合わせください。

Ｑ２：体育祭や文化祭を見ることはできますか？
Ａ：体育祭については、一般の方の見学はできません。文化祭は１０月１２日

（土）、１３日（日）に実施予定です。事前予約制で一般の方も見学するこ
とができます。文化祭と並行して個別相談も行っておりますので、お気軽に
お越しください。
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Ｑ１：通学手段を教えてください。
Ａ：以下の通りです。

①自宅から徒歩・自転車・自家用車
②守谷駅西口から江戸川学園正門まで路線バス（関東鉄道）・約２０分
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はおにぎりやパンなどの軽食、昼食時はパン・弁当・軽食・定食、夕食時は
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Ａ：各科目の学習内容が中学１年から高校３年までまとめられているシラバスが

ございます。

Ｑ７：習熟度別授業はありますか？
Ａ：一部のコース・授業で行っています。２０２４年度は、高校１年～高校３年

医科コースの数学と、高校３年医科コースの英語において習熟度別授業を行
っています。

Ｑ８：課外授業はありますか？
Ａ：ございます。「アフタースクール」という名称で、１００を越える講座を用

意しており（２０２４年度１学期）、受講は任意選択制です。内容は５教科
に関連するものから教養を深める内容のものまで幅広く扱っています。

Ｑ９：塾や予備校に通う必要はありますか？
Ａ：ございません。本校は「授業が一番」をモットーに、充実感の得られる学習

指導体制を展開していますので、本校が提供する環境を最大限に利用してい
ただければ十分に学力を身に付けることができます。
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【出願に関して】

Ｑ１：入学試験要項はいつから手に入りますか？
Ａ：年度初め１回目の入試説明会から入手できます。また、６月上旬より本校ホ

ームページ上でデジタル版の閲覧・ダウンロードが可能です。

Ｑ２：インターネットでの出願はいつからですか？
Ａ：１１月１日から出願が可能です。出願を済ませましたら、調査書のみを郵送

してください。アドミッション方式（ A）の申請書類受付は１０月１日から
可能です。詳細は入試担当におたずねください。

Ｑ３：一般入試は２回とも受験できますか？
Ａ：できます。第１回入試が１月１５日、第２回入試は１月２１日です。第１回

入試の合格発表後に第２回入試の出願をすることも可能ですが、第１回入試
の出願時に第２回入試も同時に出願した方が受験料はお安くなります。

Ｑ４：出願時に使用する調査書は公立高校に提出するものと同じで大丈夫ですか？
Ａ：構いません。ただし、出欠席に関しては、中学３年次のものだけではなく、

中学１・２年次のものが記載されていることが条件となります。本校所定の
様式（本校ホームページ上でダウンロードも可）や茨城県私学協会標準様式
も使用していただけます。

【入試当日に関して】

Ｑ１：入試当日は車で行きたいのですが、駐車場はありますか。
Ａ：駐車場がございます。入試日が近づきましたらホームページに詳細を掲載致

しますのでご確認ください。当日の天候等によっては渋滞が発生する場合が
ございます。できるだけ電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。
なお、当日は取手駅西口－江戸川学園間のバスを増便致します。また、ＴＸ
守谷駅西口ー江戸川学園正門間の路線バスも運行しております。詳しい時刻
表につきましても、入試日が近づきましたらホームページに掲載しますので
ご確認ください。

Ｑ２：試験会場には何時から入場できますか。保護者の控え室はありますか？
Ａ：試験会場には午前７時から入場できます。保護者控え室も午前７時からご利

用いただけます。ただし、試験終了まで受験生と会うことはできません。受
験生への緊急連絡は入試本部までお願い致します。

Ｑ３：遅刻した場合は受験はできませんか？
Ａ：試験開始は８時４５分ですが、９時までの遅刻は受験を認めます。ただし、

試験は残り時間での実施とします（試験時間の延長はしません）。

Ｑ４：降雪などの対応はどうなりますか？
Ａ：降雪などによる電車バスの遅れによる遅刻の場合は、遅刻と致しません。降

雪などの状況によっては、試験の開始時間を遅らせて実施する場合もござい
ますのでご注意ください。降雪時の入試情報は、試験当日にホームページに
掲載します。

Ｑ５：保健室受験はできますか？
Ａ：試験中に具合が悪くなった場合に限り保健室受験を認めております。その場

合は試験監督者に申し出てください。入試当日に体温が高い場合（３７．５
℃以上）や具合が悪い場合、新型コロナウィルスやインフルエンザ等の感染
に伴い出席停止期間中の場合は受験をお控えください。

Ｑ６：入試当日は、携行品として何が必要ですか？
Ａ：以下の通りです。

①受験票（カラー印刷）
②上履き
③筆記用具
④腕時計（試験会場に時計はございません）
⑤昼食（アドミッション方式（A）、５教科型の受験生）

Ｑ７：受験票を忘れたらどうすればいいですか？
Ａ：入試本部で仮受験票を発行致しますので近くの教職員にお申し出ください。
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Ｑ８：入試日の前日、もしくは当日の朝、地震等の不測の事態が発生した場合の対
応はどうなりますか？

Ａ：本校のホームページ上に対応策を掲載致しますのでご確認ください。

Ｑ９：追試験はありますか？
Ａ：ございません。本校では入試を２回設定しておりますので、追試験は行いま

せん。特に単願受験生におかれましては、予め２回とも（同時）出願される
ことをおすすめします。

【アドミッション方式に関して】

Ｑ１：アドミッション方式とはどのような入試制度ですか？
Ａ：一般方式よりも優遇措置の大きな自己推薦型の単願入試制度です。アドミッ

ション方式には評定等の基準がある（ A）と基準のない（ B）があります。
（ A）は（ B）よりも優遇度が高く、入試当日の成績に加え、面接の評価や中
学校の学業成績、ポートフォリオも重視し、総合的に合否判定を行います。
本校は、「心豊かなリーダーの育成」を教育理念として、国際社会に貢献で
きる有為な人材の育成に取り 組みんでいます。具体的には、「規律ある進学
校」として、心力・学力・体力のバランスのとれた三位一体の教育を目指し
ています。アドミッション方式で入学を希望される受験生のみなさんは、こ
の趣旨を理解した上で受験されることを望みます。

Ｑ２：アドミッション方式（A）で出願したいのですが、どうすればよいですか？
Ａ：本校の入試説明会等に参加し、個別相談にてお申し出ください。また、担任

の先生にその旨をお伝えください。入試担当が必要書類を中学校へ届け、中
学校の先生に詳細をご説明致します。その後、必要書類を準備していただき
ます。詳しくは入学試験要項をご覧ください。

Ｑ３：アドミッション方式で不合格だった場合、再度一般入試を第一志望で受験で
きるとありますが、その場合の出願手続はどうすればいいのでしょうか？

Ａ：既に第２回入試の出願が済んでいる場合、新たな出願手続は不要です。まだ
の場合は出願期間内に第２回入試の出願手続をインターネットで済ませてく
ださい。

Ｑ４：アドミッション方式（ A）を 希望していますが基準を満たしていません。そ
の場合は一般方式しかありませんか？

Ａ：アドミッション方式（B）、もしくは一般方式で出願してください。

Ｑ５：アドミッション方式で難関大コースに合格後、第２回入試で医科・東大コー
スにチャレンジしたいのですが可能ですか？

Ａ：可能です。難関大コースの入学手続を済まされてから第２回入試の出願手続
をインターネットで行ってください。既に第２回入試の出願が済んでいる場
合、新たな出願手続は不要です。なお、第２回入試で医科・東大コースに合
格すれば、入学コースは医科・東大コースに自動的に更新されます。

Ｑ６：アドミッション方式で医科・東大コースから難関大コースへのスライド合格
になった場合、再度第２回入試で医科・東大コースにチャレンジできますか？

Ａ：できます。第２回入試の出願手続をインターネットで行ってください。既に
第２回入試の出願が済んでいる場合、新たな出願手続は不要です。

Ｑ７：アドミッション方式で医科・東大コースが第一志望であり、難関大コースへ
のスライド合格の場合は入学を辞退したいのですが可能ですか？

Ａ：アドミッション方式（ A）で出願した受験生のみ辞退可能です。アドミッシ
ョン方 式（ B）で出願した受験生は、合格コースへの入学義務がありますの
で、辞退はできません。ただし、第２回入試で医科・東大コースに合格すれ
ば、入学コースは医科・東大コースに自動的に更新されます。

Ｑ８：アドミッション方式（A）と（B）、また、アドミッション方式の難関大と難
関大特色において、入学後のクラス編成に差は生じますか？

Ａ：入学後のクラス編成に差は生じませんのでご安心ください。

【出願に関して】

Ｑ１：入学試験要項はいつから手に入りますか？
Ａ：年度初め１回目の入試説明会から入手できます。また、６月上旬より本校ホ

ームページ上でデジタル版の閲覧・ダウンロードが可能です。

Ｑ２：インターネットでの出願はいつからですか？
Ａ：１１月１日から出願が可能です。出願を済ませましたら、調査書のみを郵送

してください。アドミッション方式（ A）の申請書類受付は１０月１日から
可能です。詳細は入試担当におたずねください。

Ｑ３：一般入試は２回とも受験できますか？
Ａ：できます。第１回入試が１月１５日、第２回入試は１月２１日です。第１回

入試の合格発表後に第２回入試の出願をすることも可能ですが、第１回入試
の出願時に第２回入試も同時に出願した方が受験料はお安くなります。

Ｑ４：出願時に使用する調査書は公立高校に提出するものと同じで大丈夫ですか？
Ａ：構いません。ただし、出欠席に関しては、中学３年次のものだけではなく、

中学１・２年次のものが記載されていることが条件となります。本校所定の
様式（本校ホームページ上でダウンロードも可）や茨城県私学協会標準様式
も使用していただけます。

【入試当日に関して】

Ｑ１：入試当日は車で行きたいのですが、駐車場はありますか。
Ａ：駐車場がございます。入試日が近づきましたらホームページに詳細を掲載致

しますのでご確認ください。当日の天候等によっては渋滞が発生する場合が
ございます。できるだけ電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。
なお、当日は取手駅西口－江戸川学園間のバスを増便致します。また、ＴＸ
守谷駅西口ー江戸川学園正門間の路線バスも運行しております。詳しい時刻
表につきましても、入試日が近づきましたらホームページに掲載しますので
ご確認ください。

Ｑ２：試験会場には何時から入場できますか。保護者の控え室はありますか？
Ａ：試験会場には午前７時から入場できます。保護者控え室も午前７時からご利

用いただけます。ただし、試験終了まで受験生と会うことはできません。受
験生への緊急連絡は入試本部までお願い致します。

Ｑ３：遅刻した場合は受験はできませんか？
Ａ：試験開始は８時４５分ですが、９時までの遅刻は受験を認めます。ただし、

試験は残り時間での実施とします（試験時間の延長はしません）。

Ｑ４：降雪などの対応はどうなりますか？
Ａ：降雪などによる電車バスの遅れによる遅刻の場合は、遅刻と致しません。降

雪などの状況によっては、試験の開始時間を遅らせて実施する場合もござい
ますのでご注意ください。降雪時の入試情報は、試験当日にホームページに
掲載します。

Ｑ５：保健室受験はできますか？
Ａ：試験中に具合が悪くなった場合に限り保健室受験を認めております。その場

合は試験監督者に申し出てください。入試当日に体温が高い場合（３７．５
℃以上）や具合が悪い場合、新型コロナウィルスやインフルエンザ等の感染
に伴い出席停止期間中の場合は受験をお控えください。

Ｑ６：入試当日は、携行品として何が必要ですか？
Ａ：以下の通りです。

①受験票（カラー印刷）
②上履き
③筆記用具
④腕時計（試験会場に時計はございません）
⑤昼食（アドミッション方式（A）、５教科型の受験生）

Ｑ７：受験票を忘れたらどうすればいいですか？
Ａ：入試本部で仮受験票を発行致しますので近くの教職員にお申し出ください。
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【帰国生優遇制度に関して】

Ｑ１：帰国生優遇制度はどんな内容になりますか？
Ａ：すべての入試（方式）におい て、出願時に「帰国生受験者カード」（本校ホ

ームページ上でダウンロード可）をご提出いただくと、当日の試験において、
英語の得点率の２０％を(四捨五入して）加算点とします。

Ｑ２：帰国生優遇制度の資格は何ですか？
Ａ：資格は、以下の両方です。

①２００９年４月２日～２０１０年４月１日に生まれた者
②海外の学校に通算１年以上在籍し、帰国後３年以内であること

Ｑ３：海外から出願する場合、調査書は現地校の書式で構いませんか？
Ａ：アドミッション方式（B）、一般方式で受験する場合は現地校が発行する書類

に代替していただいて結構です。ただし、３年間の出欠と履修科目の成績が
記載されたものに限ります。アドミッション方式（ A）での受験を希望され
る場合は、入試担当までご連絡ください。

【その他入試全般に関して】

Ｑ１：５教科型と３教科型は併用はできますか？
Ａ：できません。出願時にどちらかを選択していただきます。なお、５教科型と

３教科型の入試問題（英数国）は共通です。
（アドミッション方式受験者も同じです）

Ｑ２：５教科型と３教科型はどちらが有利ですか？
Ａ：選択による有利不利はありません。公平のため得点調整を行う場合がござい

ます。

Ｑ３：第１回入試と第２回入試は、受験型（５教科型と３教科型）や受験コース（医
科・東大・難関大）が違ってもいいですか？

Ａ：問題ございません。ただし、一度出願手続を済ませた後に、受験型や受験コ
ースの変更はできません。

Ｑ４：英語重視配点とは何ですか？
Ａ：通常配点と比べ英語の配点が高い入試です。また、通常配点とするか英語重

視配点とするかは出願時に選択していただきます。一度出願手続を済ませた
後に変更はできませんのでご注意ください。なお、入試問題は配点にかかわ
らず全教科同じです。

【合否判定に関して】

Ｑ１：教科による足切りはありますか？
Ａ：総合得点による合否判定を行いますので、教科による足切りはございません。

Ｑ２：合格基準点は何点ですか？
Ａ：問題の難易度や受験生の人数等によって、全体の得点分布状況は変動致しま

す。したがって、合格基準点は固定しておりません。詳しくは本校ホームペ
ージで入試結果を公表しておりますのでそちらをご覧ください。

Ｑ３：男子と女子は、別々に合否判定を行うのでしょうか？
Ａ：男女関係なく総合得点で合否判定を行います。

Ｑ４：第１回入試で合格し、手続（入学・延納）を行って、第２回入試もチャレン
ジして不合格になった場合、第１回入試の合格は取り消しになりますか？

Ａ：第１回入試で手続を完了すれば、仮に第２回入試で不合格になったとしても、
入学の権利は保持されていますのでご安心ください。ただし、第１回入試合
格後に何も手続を行わなかった場合は入学の権利は保持されません。
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【入学手続及び、延納手続について】

Ｑ１：ホームページ上で合格が確認できた場合、入学手続はどのようにすればよい
のですか？

Ａ：手続の主な流れは、以下の通りです。

① 手続期間内に本校ホームページから合格発表ページ、そして入学納入金
決済サイトへ進み、入学納入金、または延納金を支払う。
※特待合格者も含む

② 入学決定の場合は、「誓約書」・「支払い内容確認書」を上記サイトより
ダウンロード・印刷し、手続き〆切までに本校へ持参する。
※郵送不可

入学手続と延納手続の詳細に関しましては、入学試験要項をご覧ください。

Ｑ２：延納手続とは何ですか？
Ａ：本校の延納手続制度は、併願校の合格発表日の翌々日（土・日・祝日は除く）

まで本校への入学手続を延期することができる制度で、併願合格者のみが対
象となります。所定の手続期間内に延納金５万円を支払うことで、合格コー
スへの入学権利が保持されます。
なお、お支払いいただいた延納金は、入学手続の際にお支払いいただく入学
納入金に充当されますが、他校に入学した場合、返金はございません。

【特待制度に関して】

Ｑ１：特待制度はすべての入試に適用されますか？
Ａ：すべての入試・方式で適用されます。

Ｑ２：アドミッション方式で合格したが、特待合格ではなかったため、第２回入試
で特待を目指して受験することができますか？

Ａ：第２回入試でも特待合格を目指しての受験は可能です。第２回入試の出願手
続を手続期間内にインターネットで行ってください。既に第２回入試の出願
が済んでいる場合、新たな出願手続は不要です。

Ｑ３：特待合格の基準は何点ぐらいですか？
Ａ：全体の得点分布によって変動しますが、目安としては、Ａ特待はおよそ８割

から９割程度の基準です。Ｂ特待はそれよりも若干低い基準ということにな
ります。

Ｑ４：特待合格となった場合の入学手続はどうなりますか？
Ａ：入学手続期間内に入学手続もしくは延納手続を 行うことで、特待入学の権利が

保持されます。特待合格で入学した場合、延納手続や入学手続でお支払いいただ
いた延納金および入学納入金は、入学後６月以降を目途に返金致します（ただ
し、振込手数料は差し引かせていただきます）。他校に入学した場合は、延
納金の返金はございません。

Ｑ５：特待生の場合、就学支援金はどうなるのでしょうか？
Ａ：国からの就学支援金（各家庭によりますので文科省のホームページでご確認

ください）は、授業料に対しての支援制度ですので、Ａ特待の場合は受給対
象になりません。Ｂ特待の場合は受給対象となります。

【新入生登校日について】

Ｑ１：入学前に登校日はありますか？
Ａ：入学前に２回実施する予定で す。１回目は３月２０日（木祝）、２回目は４

月上旬に予定しております。詳細は入学手続の際にご案内いたします。

その他、ご不明な点は高等部入試担当にお問い合わせください。

TEL （学校代表電話） ：０２９７（７４）８７７１
EMail(入試担当直通) ： h.admission@e-t.ed.jp

【帰国生優遇制度に関して】

Ｑ１：帰国生優遇制度はどんな内容になりますか？
Ａ：すべての入試（方式）において、出願時に「帰国生受験者カード」（本校ホ

ームページ上でダウンロード可）をご提出いただくと、当日の試験において、
英語の得点率の２０％を(四捨五入して）加算点とします。

Ｑ２：帰国生優遇制度の資格は何ですか？
Ａ：資格は、以下の両方です。

①２００９年４月２日～２０１０年４月１日に生まれた者
②海外の学校に通算１年以上在籍し、帰国後３年以内であること

Ｑ３：海外から出願する場合、調査書は現地校の書式で構いませんか？
Ａ：アドミッション方式（B）、一般方式で受験する場合は現地校が発行する書類

に代替していただいて結構です。ただし、３年間の出欠と履修科目の成績が
記載されたものに限ります。アドミッション方式（ A）での受験を希望され
る場合は、入試担当までご連絡ください。

【その他入試全般に関して】

Ｑ１：５教科型と３教科型は併用はできますか？
Ａ：できません。出願時にどちらかを選択していただきます。なお、５教科型と

３教科型の入試問題（英数国）は共通です。
（アドミッション方式受験者も同じです）

Ｑ２：５教科型と３教科型はどちらが有利ですか？
Ａ：選択による有利不利はありません。公平のため得点調整を行う場合がござい

ます。

Ｑ３：第１回入試と第２回入試は、受験型（５教科型と３教科型）や受験コース（医
科・東大・難関大）が違ってもいいですか？

Ａ：問題ございません。ただし、一度出願手続を済ませた後に、受験型や受験コ
ースの変更はできません。

Ｑ４：英語重視配点とは何ですか？
Ａ：通常配点と比べ英語の配点が高い入試です。また、通常配点とするか英語重

視配点とするかは出願時に選択していただきます。一度出願手続を済ませた
後に変更はできませんのでご注意ください。なお、入試問題は配点にかかわ
らず全教科同じです。

【合否判定に関して】

Ｑ１：教科による足切りはありますか？
Ａ：総合得点による合否判定を行いますので、教科による足切りはございません。

Ｑ２：合格基準点は何点ですか？
Ａ：問題の難易度や受験生の人数等によって、全体の得点分布状況は変動致しま

す。したがって、合格基準点は固定しておりません。詳しくは本校ホームペ
ージで入試結果を公表しておりますのでそちらをご覧ください。

Ｑ３：男子と女子は、別々に合否判定を行うのでしょうか？
Ａ：男女関係なく総合得点で合否判定を行います。

Ｑ４：第１回入試で合格し、手続（入学・延納）を行って、第２回入試もチャレン
ジして不合格になった場合、第１回入試の合格は取り消しになりますか？

Ａ：第１回入試で手続を完了すれば、仮に第２回入試で不合格になったとしても、
入学の権利は保持されていますのでご安心ください。ただし、第１回入試合
格後に何も手続を行わなかった場合は入学の権利は保持されません。

－ 11 －－ 10 －
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2024年1⽉16⽇更新

2024年度⾼等部第１回⼊試結果
⼊試結果は、以下の通りとなりました。

応募者数は586名（男⼦345名、⼥⼦241名）、受験者数は584名（⽋席者2名）でした。
特待合格者は、第１回⼊試全体で、Ａ特待12名、Ｂ特待21名となります。
⼀般⽅式は学科試験と調査書にて総合的に合否判定をおこなっています。
アドミッション⽅式は学科試験・調査書等・⾯接にて総合的に合否判定をおこなっています。応募者数は100名（男⼦63名、⼥⼦37名）、受験者数は100名（⽋席者0名）、合格者数はス
ライド合格を含め100名（男⼦63名、⼥⼦37名）でした。学科試験の結果については公表いたしません。

１．⼊試結果⼀覧（アドミッション⽅式を除く）

項⽬

医科コース 東⼤コース 難関⼤コース

男⼦ ⼥⼦ 合計 男⼦ ⼥⼦ 合計 男⼦ ⼥⼦ 合計

応募者数 30 26 56 107 69 176 145 109 254

受験者数 29 26 55 106 69 175 251 186 437
（ｽﾗｲﾄﾞ含）

合格者数 8 7 15 21 11 32 105 69 174
（ｽﾗｲﾄﾞ含）

倍率 3.7 5.5 2.5（ｽﾗｲﾄﾞ含）

２．⼊試成績⼀覧（アドミッション⽅式を除く）
各教科配点は全コース共通で、以下のようになります。
３教科⼊試 合計400点(通常型︓国語100点、数学150点、英語150点 英語重視型︓国語100点、数学100点、英語200点)
５教科⼊試 合計400点(通常型︓国語100点、数学100点、英語100点、理科50点、社会50点 英語重視型︓国語50点、数学50点、英語200点、理科50点、社会50点)
下記の成績は、国語・数学・英語は１００点満点、理科・社会は５０点満点に換算しています。

医科コース
項⽬ 国語 数学 英語 理科 社会 合計

受験者平均点 65.2 64.9 75.0 27.2 29.2 269.4

合格者平均点 69.9 69.2 82.5 32.2 35.2 297.3

教科別最⾼点 82 86 92 38 42 337

合格最低点 294

東⼤コース
項⽬ 国語 数学 英語 理科 社会 合計

受験者平均点 65.0 64.9 76.1 27.7 29.1 270.2

合格者平均点 72.8 76.9 85.4 32.9 34.2 313.1

教科別最⾼点 88 96 100 42 39 344

合格最低点 307

難関⼤コース
項⽬ 国語 数学 英語 理科 社会 合計

受験者平均点 60.3 55.8 68.1 25.4 27.0 242.6

合格者平均点 65.5 69.5 78.8 29.1 31.7 283.5

教科別最⾼点 86 96 98 36 38 350

合格最低点 264

－ 13 －－ 12 －
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2024年1⽉22⽇更新

2024年度⾼等部第２回⼊試結果
⼊試結果は、以下の通りとなりました。

応募者数は256名（男⼦138名、⼥⼦118名）、受験者数は198名（⽋席者58名）でした。
特待合格者は、第２回⼊試全体で、Ａ特待3名、Ｂ特待6名となります。
⼀般⽅式は学科試験と調査書にて総合的に合否判定をおこなっています。

１．⼊試結果⼀覧

項⽬

医科コース 東⼤コース 難関⼤コース

男⼦ ⼥⼦ 合計 男⼦ ⼥⼦ 合計 男⼦ ⼥⼦ 合計

応募者数 22 24 46 47 39 86 69 55 124

受験者数 19 18 37 39 28 67 84 79 163
（ｽﾗｲﾄﾞ含）

合格者数 6 7 13 14 8 22 31 18 49
（ｽﾗｲﾄﾞ含）

倍率 2.8 3.0 3.3（ｽﾗｲﾄﾞ含）

２．⼊試成績⼀覧
各教科配点は全コース共通で、以下のようになります。
３教科⼊試 合計400点(通常型︓国語100点、数学150点、英語150点 英語重視型︓国語100点、数学100点、英語200点)
５教科⼊試 合計400点(通常型︓国語100点、数学100点、英語100点、理科50点、社会50点 英語重視型︓国語50点、数学50点、英語200点、理科50点、社会50点)
下記の成績は、国語・数学・英語は１００点満点、理科・社会は５０点満点に換算しています。

医科コース
項⽬ 国語 数学 英語 理科 社会 合計

受験者平均点 80.7 67.4 85.3 31.6 30.6 305.2

合格者平均点 84.7 79.8 92.4 40.0 36.0 342.7

教科別最⾼点 90 100 98 42 38 383

合格最低点 313

東⼤コース
項⽬ 国語 数学 英語 理科 社会 合計

受験者平均点 78.7 61.8 83.9 31.7 29.7 297.9

合格者平均点 82.4 71.4 90.9 37.2 34.2 327.0

教科別最⾼点 92 96 100 42 44 359

合格最低点 305

難関⼤コース
項⽬ 国語 数学 英語 理科 社会 合計

受験者平均点 74.8 50.2 71.6 26.5 26.0 255.9

合格者平均点 81.5 67.2 78.8 29.1 31.7 304.7

教科別最⾼点 92 96 90 36 40 335

合格最低点 290

－ 13 －－ 12 －



高等部入試説明会（江戸川学園取手高等学校）

詳細は説明会実施日の約1ヶ月前に本校ホームページでご案内します。ホームページ上からお申込みが必要です。

説明会開催日 会 場 時 間

６月 ９日（日） 八潮メセナアネックス 10時 ～12時

7月1５日（月）海の日 柏の葉カンファレンスセンター 10時 ～12時

7月2１日（日） つくば国際会議場 10時 ～ 12時

8月 ３日（土） 北千住 シアター１０１０ 10時 ～ 12時

１０月 ５日（土） 本校オーディトリアム大ホール（授業見学も可） ９時50分 ～ 12時

10月2６日（土） 本校オーディトリアム大ホール（授業見学も可） 9時50分 ～ 12時

11月３０日（土） 本校オーディトリアム大ホール（授業見学も可） 9時50分 ～ 12時

オープンスクール 7月6日（土）
紫峰祭 10月１２日（土）・1３日（日） ※詳細はホームページでご案内いたします。

塾の先生方対象の説明会 6月20日（木） 10時30分～12時10分

本校での説明会（オーディトリアム大ホール）

本校 大ホール １３００席
※ご出席の際にはスリッパをご持参ください。

受験生と保護者の皆様へ

最新の情報は、本校ホームページでご案内い
たします。
参加を希望される場合、本校ホームページよ

りお申込みが必要です。（実施日の1ヶ月前に
ホームページでご案内いたします。）

  ご質問等ございましたら、下記の入試担当ま
で、お問い合わせください。

受験生の皆様が、来春、志望する高等学校で
新生活をスタートされますことを心より応援し
ております。

 江戸川学園取手高等学校  
電話  0297-74-8771

■高等部入試担当
青野・山本・文道・熊代・石塚・鈴木・古橋

－ 14 －
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入試説明会資料

江戸川学園取手高等学校
江戸川学園取手中・高等学校

生徒と共に…未来に挑戦！


